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要旨：「化学の日子ども化学実験ショー2018」で幼保園児と小学生を対象とした化学実験教室を出展した。「化学の日子

ども化学実験ショー」は夢・化学－21 委員会主催で化学系の企業と、化学を教えている大学・高校・中学の先生方や生

徒が楽しく化学を学べる実験教室を出展する、主に小学生を対象とした体験型イベントである。毎年、化学企業や団体が

協力しあって関西では 10 月 23 日「化学の日」付近の土曜日、日曜日に「化学の日子ども化学実験ショー」として開催

されている。本年度は教育大学大学院の学生が教員になるための準備の一環となり得ると考えて出展した。実施内容は、

「プラスチックのふしぎを調べよう」とした。日本化学会近畿支部化学教育協議会の依頼に基づき実施した。実施内容を

記録・報告するとともに教員になるための準備としての理科実験教室のあり方や、今後の課題について述べる。 
 

キーワード：夢化学 21 Dream-chemistry 21 
     理科実験教室 Science Lab for Kids 
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１．はじめに                

「化学の日 子ども化学実験ショー」への出展経緯  

「夢・化学-21」は、1993 年から、化学の啓発と化学産

業の社会への貢献の理解促進を目的として実施されてい

るキャンペーン事業です（化学の日の Web Site より）。

「化学の日子ども化学実験ショー」は化学の原理を応用し

てものづくりをしている化学系の企業と、ふだん化学を教

えている大学・高校・中学の教員や生徒が楽しく化学が学

べる実験教室を出展する、主に小学生を対象とした体験型

イベントである。夢・化学－21 委員会（日本化学会、日本

化学工業協会、化学工学会、新化学技術推進協会）主催で

化学系の企業や団体が協力し合い、東京では毎年夏休み期

間中に「夏休み子ども化学実験ショー」として、関西では

10 月 23 日「化学の日」付近の土曜日、日曜日に「化学の

日子ども化学実験ショー」として開催されている。「化学

の日子ども化学実験ショー」は過去に本研究室出身の現職

の中学校教諭が個人で出展していたことはあり、本研究室

も日本化学会近畿支部の化学教育協議会から出典の勧誘

は受けていたが、出展したことはなかった。 
本年度は、奈良市教育センターでの理科教室 1)や夏休み

に奈良教育大学学生企画活動支援事業の支援による理科

実験教室 2)などの教育実践活動を行った。そこで、これら

の実験教室で培った企画力、実践力を本理科実験教室にも

活かしたいと考え出展するに至った。 
本稿では、「化学の日子ども化学実験ショー2018」での

実施内容を振り返り、準備段階から実施までのいきさつを

教育実践の記録として報告する。また、教育実践の訓練の

場としての理科教室の企画・運営のあり方について今後の

課題も含めて簡単に考察する。 

２．実施結果 

２．１．開催までの準備期間 
事前に配布された出展説明会資料をもとに準備を行っ
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た。まず、最初に出展のテーマを決定した。テーマは過去

の出展内容を参考にして「プラスチックのふしぎを調べよ

う」という題材にし、構成はプラスチックという大きな

テーマの中で様々な実験をするようにした。実験について

は単なる作業にならないように実験に関連する講義をし

てから実験を行う等、一連の実験で少しでも子どもたちに

化学の面白さを知ってもらうようストーリー性のあるよ

うに工夫した。図 1 に広報用に配布されたチラシを示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 広報用に配布されたチラシ 裏面には 20 種類の実

験教室の簡単な内容が紹介されている。奈良教育大学の

教室は 18 番。 
 
実験教室の主な対象は小学生であるが、小学生でも学年

を限定して実施するかどうかの問い合わせが事前に運営

側からあり、本学からの出展では幼稚園、保育園児も含め

て小学生全学年を対象とした実験教室を行うことにした。 

図 2 参加者に配布されたフロアマップ 奈良教育大学

のブースは 18 番。 
 
実験の形式は自由参加として、１回当たりの参加者は１５

名まで、実験時間は約２０分、前後の入れ替え各５分の合

計３０分を１回の目安として実験の構成を考えた。実験を

行うブースはあらかじめ運営側から提示された基本レイ

アウトで行うことにした。実験の構成が決定した後、予想

される来場者数をもとに試薬や器具の数量を計算し、足り

ないものは発注した。図 2 にフロアマップを示す。 
成果物の持ち帰りは自由であったため、完成した作品は

持ち帰ってもらうようにした。できるだけ楽しんでもらえ

るよう成果物の持ち帰り用のパッケージも工夫を凝らし

た。また、安全性については幼保園児が参加する可能性が

あることも踏まえて、事前の十分な検討を行い、リハーサ

ルを繰り返した。安全眼鏡と手袋は必ず着用させるように

し、市販のゴミ袋で作成した実験着を着用させた。簡易実

験着ではあったが、時期柄、ハロウィンの装飾を少しつけ

て少なくとも実験着のまえうしろがわかるようにしたと

ころ、教育大学ならではの発想と、近隣のブースの出展者

から感想をもらった。 
開催前日の 10 月 19 日金曜日の午後に会場へ赴いて、

事前の準備と設営を行った。準備が完了した状態の出展

ブースの写真を図 3 に示す。 

 
図 3 奈良教育大学の出展ブース 

 
２．２．「化学の日 子ども化学実験ショー2018」実施内

容とその結果 

 

実験課題：プラスチックのふしぎを調べよう。 
日  時：平成 30 年 10 月 20 日土曜日 9:30-17:00 
    平成 30 年 10 月 21 日日曜日 9:30-16:00 

会  場：神戸国際展示場 1 号館 1F  
参 加 者：主に小学生が参加した。幼稚園児、保育園児の

参加も希望があれば受け入れた。 
内  容：「プラスチックのふしぎを調べよう」と題して、

午前に炭酸水素ナトリウムとクエン酸の粒を市販の洗濯

のりに含まれるプラスチックを用いて固めて入浴剤を作

成する、午後に市販のラテックスをクエン酸水溶液で固め

てゴムボールやフィギュアを作成する、の 2 本立てで行っ

た。図 2 に実験教室当日奈良教育大学のブースに張り出し

た時間割を示す。1 回 30 分の理科教室を午前中 5 回、午

後 5 回の計 10 回実施した。図 4 に当日に張り出した時間

割を示す。 
 全体の参加者（入場者）は 10月 20日土曜日が 1200人、

21 日日曜日は 2000 人と後で発表された。主催者はおもに

 

 

神戸市と大阪市からの参加を期待して広報もその地域を

重点的に行ったとのことであるが、20 日は神戸市内の学

校の行事が多く、その分参加者が少なかったとのことで

あった。 
 奈良教育大学のブースへの参加者は 20 日土曜日がおよ

そ 80 人、21 日日曜日がおよそ 110 人であった。 
 このようなイベントを開催するに当たっては、集客のた

めの広報が非常に重要であることはこれまで自分たちで

理科教室を開いてきた経験からも分かっていた。今回は主

催者がさまざまな方法で広報をしていただいた。WEB 上

だけでなく、新聞、テレビ、神戸、大阪の各市の教育委員

会へのチラシの配布など幅広く広報をしていただいたお

かげで数多くの参加者があったことと思っている。 

 
図 4 奈良教育大学のブースに張り出した時間割 10 月

20 日、21 日とも同じ時間割で実施した。 
 
「化学の日子ども化学実験ショー」での出展者は、独自

の商品や特徴を生かしたテーマで実験教室を出展してい

る。本学の出展は専門分野である高分子化学の内容を盛り

込んだ「プラスチックのふしぎを調べよう」を企画した。 
 
今回の「プラスチックのふしぎを調べよう」では、 
① 入浴剤をつくろう：炭酸水素ナトリウムとクエン酸

の粒を乳鉢ですりつぶし、洗濯のりの主成分であるポリビ

ニルアルコール（PVA）を加えて固めて入浴剤を作成する

実験、 
② ゴムの不思議を調べよう：市販のラテックス液を少

量のクエン酸水溶液を加えて固め、手で丸めてこねてゴム

ボールにしたり、型に押し込んでフィギュアにしたりする

実験、 
の 2 種類の実験を行った。 
 
実験の手順は以下のとおりである 
① 入浴剤をつくろう：紙コップに約 10 g の重曹（炭

酸水素ナトリウム）を入れる。市販のクエン酸の粒を乳鉢

ですりつぶし、薬さじ山盛り２杯分約 5 g を重曹の入った

紙コップに入れて、薬さじでかき混ぜる。次にポリビニル

アルコール（PVA）をパスツールピペットで少量加え、再

びかき混ぜる。全体がしっとりしてきたら用意してある

ラップの上に乗せて、包んで固める。図 5 に当日使用した

説明用のポスター教材を示す。 
 

 
図 5 大学院生（市村真優）が作成した入浴剤を作成す

る実験手順のポスター 
 

② ゴムの不思議を調べよう：市販のラテックス液を薬

さじ大盛り２杯分を紙コップに入れる。クエン酸水溶液を

パスツールピペットで 4 mL測り取りラテックスの入った

紙コップに加える。かき混ぜて、固まり始めたらすぐに取

り出して型に押し込む。形を整えた後、水で優しく洗って

余分な水分をふき取る。図 6 に当日使用した説明用のポス

ター教材を示す。 

図 6 大学院生（市村真優）が作成したゴムを固める実

験手順のポスター 
 
以下に、それぞれの実験の実施にあたって実験の流れや工

夫した点、参加者の様子を記す。 
 
入浴剤をつくろう：あらかじめ重曹の入った紙コップ、
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た。まず、最初に出展のテーマを決定した。テーマは過去

の出展内容を参考にして「プラスチックのふしぎを調べよ

う」という題材にし、構成はプラスチックという大きな

テーマの中で様々な実験をするようにした。実験について

は単なる作業にならないように実験に関連する講義をし

てから実験を行う等、一連の実験で少しでも子どもたちに

化学の面白さを知ってもらうようストーリー性のあるよ

うに工夫した。図 1 に広報用に配布されたチラシを示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 広報用に配布されたチラシ 裏面には 20 種類の実

験教室の簡単な内容が紹介されている。奈良教育大学の

教室は 18 番。 
 
実験教室の主な対象は小学生であるが、小学生でも学年

を限定して実施するかどうかの問い合わせが事前に運営

側からあり、本学からの出展では幼稚園、保育園児も含め

て小学生全学年を対象とした実験教室を行うことにした。 

図 2 参加者に配布されたフロアマップ 奈良教育大学

のブースは 18 番。 
 
実験の形式は自由参加として、１回当たりの参加者は１５

名まで、実験時間は約２０分、前後の入れ替え各５分の合

計３０分を１回の目安として実験の構成を考えた。実験を

行うブースはあらかじめ運営側から提示された基本レイ

アウトで行うことにした。実験の構成が決定した後、予想

される来場者数をもとに試薬や器具の数量を計算し、足り

ないものは発注した。図 2 にフロアマップを示す。 
成果物の持ち帰りは自由であったため、完成した作品は

持ち帰ってもらうようにした。できるだけ楽しんでもらえ

るよう成果物の持ち帰り用のパッケージも工夫を凝らし

た。また、安全性については幼保園児が参加する可能性が

あることも踏まえて、事前の十分な検討を行い、リハーサ

ルを繰り返した。安全眼鏡と手袋は必ず着用させるように

し、市販のゴミ袋で作成した実験着を着用させた。簡易実

験着ではあったが、時期柄、ハロウィンの装飾を少しつけ

て少なくとも実験着のまえうしろがわかるようにしたと

ころ、教育大学ならではの発想と、近隣のブースの出展者

から感想をもらった。 
開催前日の 10 月 19 日金曜日の午後に会場へ赴いて、

事前の準備と設営を行った。準備が完了した状態の出展

ブースの写真を図 3 に示す。 

 
図 3 奈良教育大学の出展ブース 

 
２．２．「化学の日 子ども化学実験ショー2018」実施内

容とその結果 

 

実験課題：プラスチックのふしぎを調べよう。 
日  時：平成 30 年 10 月 20 日土曜日 9:30-17:00 
    平成 30 年 10 月 21 日日曜日 9:30-16:00 

会  場：神戸国際展示場 1 号館 1F  
参 加 者：主に小学生が参加した。幼稚園児、保育園児の

参加も希望があれば受け入れた。 
内  容：「プラスチックのふしぎを調べよう」と題して、

午前に炭酸水素ナトリウムとクエン酸の粒を市販の洗濯

のりに含まれるプラスチックを用いて固めて入浴剤を作

成する、午後に市販のラテックスをクエン酸水溶液で固め

てゴムボールやフィギュアを作成する、の 2 本立てで行っ

た。図 2 に実験教室当日奈良教育大学のブースに張り出し

た時間割を示す。1 回 30 分の理科教室を午前中 5 回、午

後 5 回の計 10 回実施した。図 4 に当日に張り出した時間

割を示す。 
 全体の参加者（入場者）は 10月 20日土曜日が 1200人、

21 日日曜日は 2000 人と後で発表された。主催者はおもに

 

 

神戸市と大阪市からの参加を期待して広報もその地域を

重点的に行ったとのことであるが、20 日は神戸市内の学

校の行事が多く、その分参加者が少なかったとのことで

あった。 
 奈良教育大学のブースへの参加者は 20 日土曜日がおよ

そ 80 人、21 日日曜日がおよそ 110 人であった。 
 このようなイベントを開催するに当たっては、集客のた

めの広報が非常に重要であることはこれまで自分たちで

理科教室を開いてきた経験からも分かっていた。今回は主

催者がさまざまな方法で広報をしていただいた。WEB 上

だけでなく、新聞、テレビ、神戸、大阪の各市の教育委員

会へのチラシの配布など幅広く広報をしていただいたお

かげで数多くの参加者があったことと思っている。 

 
図 4 奈良教育大学のブースに張り出した時間割 10 月

20 日、21 日とも同じ時間割で実施した。 
 
「化学の日子ども化学実験ショー」での出展者は、独自

の商品や特徴を生かしたテーマで実験教室を出展してい

る。本学の出展は専門分野である高分子化学の内容を盛り

込んだ「プラスチックのふしぎを調べよう」を企画した。 
 
今回の「プラスチックのふしぎを調べよう」では、 
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の粒を乳鉢ですりつぶし、洗濯のりの主成分であるポリビ
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② ゴムの不思議を調べよう：市販のラテックス液を少

量のクエン酸水溶液を加えて固め、手で丸めてこねてゴム

ボールにしたり、型に押し込んでフィギュアにしたりする

実験、 
の 2 種類の実験を行った。 
 
実験の手順は以下のとおりである 
① 入浴剤をつくろう：紙コップに約 10 g の重曹（炭

酸水素ナトリウム）を入れる。市販のクエン酸の粒を乳鉢

ですりつぶし、薬さじ山盛り２杯分約 5 g を重曹の入った

紙コップに入れて、薬さじでかき混ぜる。次にポリビニル

アルコール（PVA）をパスツールピペットで少量加え、再

びかき混ぜる。全体がしっとりしてきたら用意してある

ラップの上に乗せて、包んで固める。図 5 に当日使用した

説明用のポスター教材を示す。 
 

 
図 5 大学院生（市村真優）が作成した入浴剤を作成す

る実験手順のポスター 
 

② ゴムの不思議を調べよう：市販のラテックス液を薬

さじ大盛り２杯分を紙コップに入れる。クエン酸水溶液を

パスツールピペットで 4 mL測り取りラテックスの入った

紙コップに加える。かき混ぜて、固まり始めたらすぐに取

り出して型に押し込む。形を整えた後、水で優しく洗って

余分な水分をふき取る。図 6 に当日使用した説明用のポス

ター教材を示す。 

図 6 大学院生（市村真優）が作成したゴムを固める実

験手順のポスター 
 
以下に、それぞれの実験の実施にあたって実験の流れや工

夫した点、参加者の様子を記す。 
 
入浴剤をつくろう：あらかじめ重曹の入った紙コップ、

「化学の日　子ども化学実験ショー 2018」での小学生対象の理科実験教室 

259

XMFRemote_(109080)223739_次世代教員養成センター研究紀要_第5号 

 

271 

 

折 

 

2019/04/11 09:52:18

 



 

 

ラップ、薬さじ、ラッピング用の輪ゴムと折り紙を人数分

テーブルに用意した。乳鉢は２人に１個用意した。各回が

入れ替わる毎に紙コップ、ラップは新しく準備した。（図

7） 
実験を始める前に入浴剤の仕組みについて、酸性の物質

とアルカリ性の物質との中和反応であることを説明し、演

示実験で炭酸水素ナトリウムとクエン酸の中和反応によ

り二酸化炭素が発生することを示した。市販のクエン酸の

粒は粒径が大きいので、粉末状にするため乳鉢ですりつぶ

した。子どもたちは熱心にすりつぶしており、中には兄弟

で協力し合う様子も見られた。この時、クエン酸を細かく

すりつぶすほど最終的にできる入浴剤が固まりやすくな

る。すりつぶし終わると、炭酸水素ナトリウムやクエン酸

は粉末状であるため市販の固形状の入浴剤のようにする

には固める必要があることを説明し、ポリビニルアルコー

ルを紹介した。 
ポリビニルアルコール（PVA）は洗濯のりや接着剤、錠

剤等の製造過程における結合剤として利用される樹脂の

一つである。今回はその接着剤、結合剤としての PVA の

特性を活かして入浴剤を作成した。また、関連する物質と

してポリ酢酸ビニルを紹介した。ポリ酢酸ビニル樹脂は木

工用接着剤などに使われる樹脂で、ポリビニルアルコール

（PVA）の原料でもある。これらを示しながら説明すると、

高分子化合物（プラスチック）がその特性を活かして身の

回りにさまざまな形で利用されていることがより身近に

感じられるようになったと考える。 
 

図 7 当日の事前準備の様子 
 

材料にポリビニルアルコールを 2 滴ほど入れ、薬さじで

よくかき混ぜてもらった。あらかじめ用意しているラップ

の上に紙コップの中身を出して、ラップで包んで手で握っ

て固めてもらうようにした。完成した入浴剤は持ち帰りで

きるように紙コップに入れ、好きな折り紙を選んでもらい、

ラッピングするように工夫した。また、この実験は 100 円

ショップでも手に入れることができる材料を使用してい

るので家庭でも十分行える。 

②ゴムの不思議を調べよう：あらかじめ紙コップ、クエ

ン酸水溶液が入っているたれビン、キムタオル、薬さ

じ、フィギュアの型は人数分をテーブルに用意した。洗

浄用の洗面器は４人１個用意した。各回の入れ替わりご

とに紙コップとたれビン、キムタオルは新しく準備する

ようにした。 
実験を始める前にゴムの木から採取された樹液からゴ

ム製品ができていることを説明した。“天然ゴムの原料

は、ゴムの木から採取されるラテックスとよばれる乳白

色の粘性のある樹液である。これはゴムに含まれる炭化

水素のコロイド溶液である。ラテックスに、ギ酸や酢酸

などの有機酸を加えて凝固させたのちに乾燥させたもの

を一般的に天然ゴムとよばれ、加硫などの加工を経てゴ

ム製品になる。”3) 

ゴム製品は子どもたちにとっても身近な存在であり、

ゴムからできているものに何があるかなと質問をすると

「タイヤ」「輪ゴム」という答えが返ってきた。しかし、

天然のゴムがゴムの木の樹液から採取されていることは

ほとんどの子どもたちは知らなかったようである。ラ

テックス液を子どもたちに回して見せながら、液体のラ

テックスを固めるのに中和反応を利用していることを説

明した。その後、ラテックス液を子どもたちの紙コップ

に薬さじ大盛り２杯分を順番に入れつつ、どのような臭

いがするかを聞いてみた。子どもたちからは「とても臭

い」「トイレの臭いがする」というような意見があった。

ラテックスにはアルカリ性の物質であるアンモニアが含

まれており、それを酸性の物質で中和することによりゴ

ムが固まることを説明した。 

図 8 実際の実験教室の風景 
 
次にラテックスの入った紙コップにたれびんに入って

いるクエン酸水溶液 4 ml 加えて、固まり始めたらすぐに

型に押し込むようにした。クエン酸水溶液は正確な量が

必要になるため形を整えて洗面器の水で優しく洗い、キ

ムタオルで余分な水分をふき取ってもらった後、ラッピ

ングして持ち帰るようにした。図 8 に当日の実験の風景

 

 

を示す。これは最大人数を受け入れた際の写真で、この

回は 13 名の参加者があった。 
 

３．総括と今後の課題 

 

実験教室当日は、たくさんの小学生とその保護者の

方々が参加してくれた。特に「ゴムのふしぎをしらべよ

う」は各回とも定員を超えるほど参加してもらい大盛況

であった。子どもたちからも「面白かった」「楽しかっ

た」等の意見があり、化学実験ショーの目的である化学

の魅力や不思議さを子どもたちに伝えるという目的も達

成されていると考える。実験教室を終えていくつかの課

題はあったが、全体的に見ると，大きな事故や問題も無

く無事に終了できたことにまずはほっとした。 
一方で、もし来年も出展する場合には課題も多い。受

け入れ人数の問題は次回は解決しなければならない問題

である。初めての出展で段取りがよく分かっていなかっ

たこともあり、参加者をさばく準備をあまりしていな

かったが、実際には次の実験に参加しようとして長い列

をつくってならんでくれた回も何度かあり、主催者の

方々にも整列を手伝っていただいたりして、さばききれ

ないこともあった。 
20 日、21 日とも午後に入場者が増えるとともに実験

教室への参加希望者も増えてにぎわった。主催者からは

実験教室の名称を工夫すれば殺到するほどにぎわうので

はという助言も受けた。確かに小学生に「プラスチック

のふしぎを調べよう」という題目は中身がわかりにくい

かもしれない。「入浴剤やスーパーボールをつくろう」と

いうような直接的な名称にしたほうが良かったかもしれ

ない。今後の課題である。 
実験教室を行うにあたって幼保園児や小学生を対象と

した場合、幼保園児にとって難しくなく、小学校高学年

の児童にとっても飽きないような内容が求められる。そ

のため、実験内容のレベルと質をともに上げて飽きない

ような工夫をする一方で、幼保園児や小学校低学年の児

童にも理解できるような説明を試みていくことが実施者

に課せられた課題だと考える。そして、本年度に行った

数々の実験教室により企画の立ち上げから実施までの一

連の流れが把握できた。これによりいつから動くべき

か、いつ何を作るべきか、するべきかを常に念頭におき

ながら運営を行っていくことが必要であると実感した。

また、実験教室で行う企画は、その時の発想や、一緒に

作り上げてくれる人などによって変化するので、意見を

出し合い創意を発揮して自由に企画・運営していくこと

が重要だと考える。企画や運営面の基盤をしっかりと

持っていれば、どのような実験教室でもある程度うまく

実施できるのではないだろうか。 
最後に本実験教室の大学院講義としての位置づけにつ

いて簡単に述べる。本教育実践は奈良教育大学大学院で

新しい講義として開講された「新しい学びと授業実践」

の一部として単位化した。実験として取り上げた内容の

化学としての裏付けを大学院生が学ぶとともに、それを

生かした教育実践の方法を考え、実行した。 
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